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2021 年 11 月 4 日 

各   位 

会社名       味 の 素 株 式 会 社  

代表者名 代行執行役社長   西井 孝明 

（コード番号 2802 東証第一部） 

問合せ先 執行理事グローバル財務部長 

 水谷 英一 

（TEL．03-5250-8111） 

 

通期連結業績予想及び配当予想の修正並びに剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2021 年 5 月 10 日に公表した 2022 年 3 月期通期連結業績予想及び配

当予想について下記の通り修正するとともに、2021 年 9 月 30 日を基準日とする剰余金の配当を決議いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 通期連結業績予想数値の修正（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

                          単位：百万円 

 

売上高 事業利益 

親会社の所有者

に帰属する 

当期利益 

基本的１株当た

り当期利益(円) 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ) 1,113,000 115,000 60,000 111.25 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ) 1,148,000 120,000 68,000 125.04 

増 減 額 (Ｂ－Ａ） 35,000 5,000 8,000   

増  減  率  ( ％ ） 3.1% 4.3% 13.3%   

（ ご 参 考 ）       

前期実績（2021 年 3 月期） 
1,071,453 113,136 59,416 108.36 

 

(1) 修正の理由 

2021 年 5 月 10 日公表の業績予想に対して、売上高、事業利益、親会社の所有者に帰属する当期利

益を修正いたしました。 

売上高については、COVID-19 や経済状況等の影響について足元の事業環境下で見直した結果、前回

予想から 350 億円引き上げ 1 兆 1,480 億円といたしました。修正予想に対する売上高の進捗率は

47.9％です。 

事業利益については、調味料・食品セグメントにおいて、原燃料価格等の高騰の影響等により、同

セグメントの事業利益は前回予想を下回る見通しですが、ヘルスケア等セグメントにおいて、電子材

料及び医薬用・食品用アミノ酸での販売増等により、同セグメントの事業利益は前回予想を大幅に上

回る見通しであることから、前回予想から 50 億円引き上げ 1,200 億円といたしました。修正予想に

対する事業利益の進捗率は 57.8％です。 

親会社の所有者に帰属する当期利益についても、主に事業利益が前回予想を上回ることに加え、当

第2四半期連結会計期間にその他の営業収益で固定資産（遊休資産）の売却益を計上したこと等から、

前回予想から 80 億円引き上げ 680 億円といたしました。修正予想に対する親会社の所有者に帰属す

る四半期利益の進捗率は 79.6％です。 
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なお、本年度中において、COVID-19 が経済活動や当社の業績に与える影響を合理的に見通すことは

依然困難であり、今後の感染状況や経済等への影響を継続して注視し、業績予想の見直しが必要にな

った場合には、速やかに開示することといたします。 

 

    業績予想の前提となる為替レートについては、１ドル＝109.00 円で設定しております。 

 

（注）1.  当社グループは、IFRS の適用にあたり、投資家、取締役会及び経営会議が各事業の恒常的な業績

や将来の見通しを把握すること、取締役会及び経営会議が継続的に事業ポートフォリオを評価す

ることを目的として、「事業利益」という段階利益を導入しております。当該「事業利益」は、

「売上高」から「売上原価」、「販売費」、「研究開発費」及び「一般管理費」を控除し、「持

分法による損益」を加えたものであり、「その他の営業収益」及び「その他の営業費用」を含ま

ない段階利益です。 

（注）2.  上記業績予想は、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しています。実際の業績は、今後様々

な要因やリスクによって上記予想とは異なる結果となる可能性があります。 

 

 

2. 2022 年 3 月期配当予想の修正 

 1 株当たり配当金 

基準日 第 2 四半期末 期末 年間 

前回予想 

（2021 年 5 月 10 日） 
22 円 22 円 44 円 

今回修正予想  24 円 48 円 

当期実績 24 円   

前期実績 

（2021 年 3 月期） 
16 円 26 円 42 円 

 

(1) 修正の理由 

当社は、2020-2025 中期経営計画のうち、構造改革にあたるフェーズ１の 2020-2022 年度における

収益拡大と資産圧縮を通じて創出するキャッシュ・フローを成長への投資に充当するとともに、1,000

億円超の株主還元を行います。 

今中期経営計画より、配当性向を従来の 30％から 40％を目途に引き上げ、総還元性向が 50％以上

となるよう安定的・継続的に株主還元を拡充していきます。今般、通期の業績が前回予想を上回る見

通しとなったことから、中間配当を前回予想から 2 円増額し 1 株当たり 24 円とし、更に期末配当予

想についても 2 円増額し 1 株当たり 24 円に修正いたします。この結果、年間の 1 株当たり配当金は、

48 円となる予定です。 

 

(2) 剰余金の配当の内容 

 決議内容 直近の配当予想 

（2021 年 5 月 10 日公表） 

前期実績 

（2021 年 3 月期中間期） 

基準日 2021 年 9 月 30 日 同左 2020 年 9 月 30 日 

１株当たり配当金 24 円 22 円 16 円 

配当金総額 13,066 百万円 － 8,784 百万円 

効力発生日 2021 年 12 月 3 日 － 2020 年 12 月 4 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

以  上 


